
JP 5458163 B2 2014.4.2

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の放送番組を同時に受信する受信手段と、
　前記受信手段に受信した複数の放送番組を同時に復元する復元手段と、
　前記復元された複数の放送番組の映像から順にキーワードを抽出するキーワード抽出手
段と、
　前記復元手段により復元された複数の放送番組を同時に記憶し、前記キーワード抽出手
段により抽出されたキーワードを前記各放送番組毎に記憶する記憶手段と、
　前記キーワード抽出手段によるキーワードを抽出する処理の処理間隔を前記放送番組毎
に制御する制御手段と、
　を具備する画像処理装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記各放送番組のジャンルを特定し、特定したジャンルに基づいて、
前記キーワード抽出処理の処理間隔を前記放送番組毎に制御する請求項１に記載の画像処
理装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記画像処理装置全体の処理負荷、前記放送番組のジャンル、視聴履
歴、録画履歴、検索履歴、時間帯、前記放送番組の視聴率、過去のフレームからのキーワ
ード抽出結果、及びＣＭ区間の検出結果のうちの１つ、または複数の組み合わせに基づい
て、前記キーワード抽出処理の処理間隔を前記放送番組毎に制御する請求項２に記載の画
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像処理装置。
【請求項４】
　前記キーワード抽出手段は、
　前記放送番組の１つのフレームから文字が埋め込まれている文字領域を抽出する文字領
域抽出手段と、
　前記文字領域内の映像から文字データを認識する文字データ認識手段と、
　前記前記文字領域抽出手段により抽出された前記文字領域を、前記フレームの前後のフ
レームから抽出された文字領域に基づいて訂正し、前記文字データ認識手段により認識さ
れた前記文字データを、前記フレームの前後のフレームから認識された文字データに基づ
いて訂正する訂正手段と、
　を具備する、請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記キーワード抽出手段は、前記文字データ認識手段により認識された前記文字データ
を区切ってキーワードを抽出し、
　前記記憶手段は、前記文字領域を示す情報と、前記文字データと、前記フレームを識別
する為の識別情報とを併せて記憶する、
　請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　予めキーワード毎にジャンルが対応付けられたキーワード辞書をさらに具備し、
　前記キーワード抽出手段は、前記キーワード辞書に基づいて、抽出したキーワードのジ
ャンルを特定し、特定したキーワードのジャンルに基づいて、前記フレーム毎のジャンル
を特定し、
　前記記憶手段は、特定されたジャンルを前記フレームの識別情報に対応付けて記憶する
、
　請求項５に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記文字データ認識手段は、前記文字領域内の映像から前記文字データのフォント、文
字サイズ、文字数、及び文字色を認識し、
　前記記憶手段は、さらに前記文字データのフォント、文字サイズ、文字数、及び文字色
を前記フレームの識別情報に対応付けて記憶する、
　請求項６に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記制御手段は、連続した複数のフレームの同じ位置に前記文字領域が存在する場合、
前記文字領域が表示されている最初のフレームと最後のフレームとを特定し、
　前記記憶手段は、前記最初のフレームを示す識別情報と、前記最後のフレームを示す識
別情報とを前記放送番組に対応付けて記憶する、
　請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記制御手段は、連続した複数のフレームの同じ位置に前記文字領域が存在し、且つ前
記文字領域内の文字データが連続した複数のフレームに亘って一致する場合、前記文字領
域が表示されている最初のフレームと最後のフレームとを特定する、
　請求項８に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　入力に基づいてキーワードを選択するキーワード選択手段と、
　前記キーワード選択手段により選択されたキーワードを含むフレームを有する放送番組
を前記記憶手段により記憶されている放送番組から検索する検索手段と、
　前記検索手段による検索結果に基づいて、検索条件に該当する放送番組の放送番組名を
リストとして画面を生成するリスト表示手段と、
　をさらに具備する請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
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　入力に基づいてジャンルを選択するジャンル選択手段をさらに具備し、
　前記検索手段は、前記キーワード選択手段により選択されたキーワードを含み、且つ、
前記ジャンル選択手段により選択されたジャンルと一致するフレームを有する放送番組を
前記記憶手段により記憶されている放送番組から検索する、
　請求項１０に記載の画像処理装置。
【請求項１２】
　前記キーワード選択手段は、
　複数のキーワードを受信するキーワード受信手段と、
　前記キーワード受信手段により受信した前記複数のキーワードをリストとして画面を生
成するキーワード表示手段と、
　を具備し、
　入力に基づいて前記リスト表示した前記複数のキーワードを選択する、
　請求項１０に記載の画像処理装置。
【請求項１３】
　前記リスト表示手段は、日時順、文字データの表示時間順、文字データの表示位置順、
キーワードの重要度順、文字データのフォント順、文字データの大きさ順のうちの１つ、
または複数の組み合わせに基づいて、前記検索手段により検索された放送番組を順序付け
て画面を生成する、請求項１０に記載の画像処理装置。
【請求項１４】
　入力に基づいて、前記リストとして表示した放送番組のうちの１つを選択する放送番組
選択手段と、
　前記放送番組選択手段により選択された前記放送番組を再生し、再生画面を生成し、前
記再生画面を出力する再生手段と、
　をさらに具備する請求項１０に記載の画像処理装置。
【請求項１５】
　前記再生手段は、前記キーワードが含まれているフレームの位置、前記キーワードが含
まれているフレームを含むシーンの先頭、前記キーワードが含まれているフレームを含む
シーンの先頭より一定時刻前の位置、及び前記キーワードが含まれているフレームを含む
シーンより１つ前のシーンの先頭のうちのいずれかの位置から前記放送番組の再生を開始
する、請求項１４に記載の画像処理装置。
【請求項１６】
　複数の放送番組を同時に画像処理装置により受信し、
　受信した複数の放送番組を同時に画像処理装置により復元し、
　復元された複数の放送番組の映像から順にキーワードを画像処理装置により抽出し、
　復元された複数の放送番組を同時に記憶し、抽出されたキーワードを前記各放送番組毎
に画像処理装置により記憶し、
　前記キーワードを抽出する処理の処理間隔を前記放送番組毎に画像処理装置により制御
する、
　画像処理装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、画像処理装置、及び画像処理装置の制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、映画、テレビ番組、またはゲームなどの映像コンテンツを再生することができる
例えば画像処理装置などの電子機器が一般的に普及している。画像処理装置により再生す
るコンテンツには、種々の文字列が映像中に埋め込まれている場合がある。
【０００３】
　また、近年、複数の受信部及び復元部を備える画像処理装置が実用化されている。この
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ような画像処理装置は、放送信号などを複数の受信部により受信し、複数のコンテンツを
同時に復調することができる。これにより、画像処理装置は、複数のコンテンツを同時に
録画することが出来る。
【０００４】
　また、近年、コンテンツを記録する記録媒体（ストレージ）が大容量化されている。こ
れにより、長時間に亘ってコンテンツを録画することができる画像処理装置が実用化され
ている。また、の大容量のストレージと、複数の受信部及び復元部とを備え、長時間に亘
って複数のコンテンツを録画することが出来る画像処理装置が実用化されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００４－２９７６４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記したような画像処理装置は、複数のコンテンツを同時に長時間に亘って録画する。
この結果、録画されたコンテンツ（録画コンテンツ）の数が膨大になる。この為、画像処
理装置を使用するユーザが録画コンテンツを確認しきれないという課題がある。
【０００７】
　そこで、より利便性の高い画像処理装置、及び画像処理装置の制御方法を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　一実施形態に係る画像処理装置は、複数の放送番組を同時に受信する受信手段と、前記
受信手段に受信した複数の放送番組を同時に復元する復元手段と、前記復元された複数の
放送番組の映像から順にキーワードを抽出するキーワード抽出手段と、前記復元手段によ
り復元された複数の放送番組を同時に記憶し、前記キーワード抽出手段により抽出された
キーワードを前記各放送番組毎に記憶する記憶手段と、前記キーワード抽出手段によるキ
ーワードを抽出する処理の処理間隔を前記放送番組毎に制御する制御手段と、を具備する
。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、一実施形態に係る画像処理装置について説明する為の図である。
【図２】図２は、一実施形態に係る画像処理装置について説明する為の図である。
【図３】図３は、一実施形態に係る画像処理装置について説明する為の図である。
【図４】図４は、一実施形態に係る画像処理装置について説明する為の図である。
【図５】図５は、一実施形態に係る画像処理装置について説明する為の図である。
【図６】図６は、一実施形態に係る画像処理装置について説明する為の図である。
【図７】図７は、一実施形態に係る画像処理装置について説明する為の図である。
【図８】図８は、一実施形態に係る画像処理装置について説明する為の図である。
【図９】図９は、一実施形態に係る画像処理装置について説明する為の図である。
【図１０】図１０は、一実施形態に係る画像処理装置について説明する為の図である。
【図１１】図１１は、一実施形態に係る画像処理装置について説明する為の図である。
【図１２】図１２は、一実施形態に係る画像処理装置について説明する為の図である。
【図１３】図１３は、一実施形態に係る画像処理装置について説明する為の図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図を参照しながら、一実施形態に係る画像処理装置、及び画像処理装置の制御方
法について詳細に説明する。
【００１１】



(5) JP 5458163 B2 2014.4.2

10

20

30

40

50

　図１は、一実施形態に係る画像処理装置としての放送受信装置１００の例を示す。　
　放送受信装置１００は、映像を表示するディスプレイ（表示部４００）が設けられる本
体と、本体を自立可能な状態で支える脚部とを備える。
【００１２】
　また、放送受信装置１００は、放送入力端子１１０、受信部１１１、復元部１１２、通
信インターフェース１１４、音声処理部１２１、映像処理部１３１、表示処理部１３３、
制御部１５０、操作入力部１６１、カードコネクタ１６４、ＵＳＢコネクタ１６６、ディ
スクドライブ１７０、ＬＡＮコネクタ１７１、電源制御部１８０、及びストレージ１９０
を備える。また、放送受信装置１００は、さらにスピーカ３００及びディスプレイ４００
を備える。
【００１３】
　放送入力端子１１０は、例えばアンテナ２００により受信されるディジタル放送信号が
入力される入力端子である。アンテナ２００は、例えば、地上ディジタル放送信号、ＢＳ
（ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ　ｓａｔｅｌｌｉｔｅ）ディジタル放送信号、及び／または
、１１０度ＣＳ（ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　ｓａｔｅｌｌｉｔｅ）ディジタル放送信
号を受信する。即ち、放送入力端子１１０には、放送信号により供給される番組などのコ
ンテンツが入力される。
【００１４】
　放送入力端子１１０は、受信したディジタル放送信号を受信部１１１に供給する。受信
部１１１は、ディジタル放送信号用の受信部である。受信部１１１は、アンテナ２００か
ら供給されるディジタル放送信号のチューニング（選局）を行う。受信部１１１は、チュ
ーニングしたディジタル放送信号を復元部１１２に送信する。受信部１１１は、送信入力
端子１１０または通信インターフェース１１４から供給される信号がアナログ信号である
場合は、ディジタル信号に変換する。
【００１５】
　復元部１１２は、受信するディジタル放送信号の復調を行う。さらに、復元部１１２は
、復調したディジタル放送信号（コンテンツ）に対して信号処理を施す。これにより、復
元部１１２は、ディジタル放送信号から映像信号、音声信号、及びその他のデータ信号を
復元する。例えば、復元部１１２は、ディジタル放送信号から映像信号、音声信号、及び
その他のデータ信号などが重畳されたトランスポートストリーム（ＴＳ）を復元する。
【００１６】
　復元部１１２は、音声処理部１２１に音声信号を供給する。また、復元部１１２は、映
像処理部１３１に映像信号を供給する。さらに、復元部信号処理部１１３は、制御部１５
０にデータ信号を供給する。即ち、アンテナ２００、受信部１１１、及び復元部１１２は
、コンテンツを受信する受信手段として機能する。
【００１７】
　通信インターフェース１１４は、例えばＨＤＭＩ（High Definition Multimedia Inter
face）（登録商標）端子、オーディオ入力端子、Ｓ映像端子、コンポーネント映像端子、
Ｄ映像端子、Ｄ－Ｓｕｂ端子、及びＤＶＩ－Ｉ端子などのコンテンツを受信可能なインタ
ーフェースのうちのいずれか、または複数を備える。通信インターフェース１１４は、デ
ィジタル映像信号、及びディジタル音声信号などが多重化されたコンテンツを他の機器か
ら受信する。通信インターフェース１１４は、他の機器から受信したディジタル信号（コ
ンテンツ）を受信部１１１に供給する。通信インターフェース１１４は、他の機器から受
信したコンテンツを復元部１１２に供給する。即ち、通信インターフェース１１４は、コ
ンテンツを受信する受信手段として機能する。
【００１８】
　復元部１１２は、通信インターフェース１１４から受信部１１１経由で供給されたコン
テンツに信号処理を施す。例えば、復元部１１２は、ディジタル信号をディジタル映像信
号とディジタル音声信号とデータ信号とに分離する。復元部１１２は、音声処理部１２１
にディジタル音声信号を供給する。また、復元部１１２は、映像処理部１３１にディジタ
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ル映像信号を供給する。さらに、復元部１１２は、制御部１５０にコンテンツに関する他
の情報を供給する。
【００１９】
　またさらに、復元部１１２は、制御部１５０の制御に基づいてコンテンツを後述するス
トレージ１９０に供給する。ストレージ１９０は、供給されたコンテンツを記憶する。こ
れにより、放送受信装置１００は、コンテンツを録画することができる。
【００２０】
　音声処理部１２１は、復元部１１２から受信したディジタル音声信号を、スピーカ３０
０により再生可能なフォーマットの信号（オーディオ信号）に変換する。音声処理部１２
１は、オーディオ信号をスピーカ３００に供給する。スピーカ３００は、供給されるオー
ディオ信号に基づいて音を再生する。
【００２１】
　映像処理部１３１は、復元部１１２から受信したディジタル映像信号を、ディスプレイ
４００で再生可能なフォーマットの映像信号に変換する。即ち、映像処理部１３１は、復
元部１１２から受信した映像信号を、ディスプレイ４００で再生可能なフォーマットの映
像信号にデコード（再生）する。また、映像処理部１３１は、図示しないＯＳＤ処理部か
ら供給されるＯＳＤ信号を映像信号に重畳する。映像処理部１３１は、映像信号を表示処
理部１３３に出力する。
【００２２】
　ＯＳＤ処理部は、復元部１１２から供給されるデータ信号、及び／または制御部１５０
から供給される制御信号に基づいて、ＧＵＩ（グラフィック　ユーザ　インタフェース）
画面、字幕、時刻、または他の情報などを画面に重畳して表示する為のＯＳＤ信号を生成
する。ＯＳＤ処理部は、個別にモジュールとして放送受信装置１００内に設けられていて
もよいし、制御部１５０の機能として設けられていてもよい。
【００２３】
　表示処理部１３３は、例えば、制御部１５０からの制御に基づいて、受信した映像信号
に対して色味、明るさ、シャープ、コントラスト、またはその他の画質調整処理を行う。
表示処理部１３３は、画質調整を施した映像信号をディスプレイ４００に供給する。ディ
スプレイ４００は、供給される映像信号に基づいて映像を表示する。
【００２４】
　ディスプレイ４００は、例えば、マトリクス状に配列された複数の画素を備える液晶表
示パネルと、この液晶パネルを照明するバックライトとを備える液晶表示装置などを備え
る。ディスプレイ４００は、放送受信装置１００から供給される映像信号に基づいて映像
を表示する。
【００２５】
　なお、放送受信装置１００は、ディスプレイ４００の代わりに、映像出力端子を備える
構成であってもよい。また、放送受信装置１００は、スピーカ３００の代わりに、音声出
力端子を備える構成であってもよい。この場合、放送受信装置１００は、映像出力端子に
接続される表示装置に映像信号を出力し、音声出力端子に接続されるスピーカに音声信号
を出力する。これにより、放送受信装置１００は、表示装置に映像を表示させ、スピーカ
から音声を出力させることができる。
【００２６】
　制御部１５０は、放送受信装置１００の各部の動作を制御する制御手段として機能する
。制御部１５０は、ＣＰＵ１５１、ＲＯＭ１５２、ＲＡＭ１５３、及びＥＥＰＲＯＭ１５
４などを備えている。制御部１５０は、操作入力部１６１から供給される操作信号に基づ
いて、種々の処理を行う。
【００２７】
　ＣＰＵ１５１は、種々の演算処理を実行する演算素子などを備える。ＣＰＵ１５１は、
ＲＯＭ１５２、またはＥＥＰＲＯＭ１５４などに記憶されているプログラムを実行するこ
とにより種々の機能を実現する。
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【００２８】
　ＲＯＭ１５２は、放送受信装置１００を制御する為のプログラム、及び各種の機能を実
現する為のプログラムなどを記憶する。ＣＰＵ１５１は、操作入力部１６１から供給され
る操作信号に基づいて、ＲＯＭ１５２に記憶されているプログラムを起動する。これによ
り、制御部１５０は、各部の動作を制御する。
【００２９】
　ＲＡＭ１５３は、ＣＰＵ１５１のワークメモリとして機能する。即ち、ＲＡＭ１５３は
、ＣＰＵ１５１の演算結果、ＣＰＵ１５１により読み込まれたデータなどを記憶する。
【００３０】
　ＥＥＰＲＯＭ１５４は、各種の設定情報、及びプログラムなどを記憶する不揮発性メモ
リである。
【００３１】
　操作入力部１６１は、例えば、操作キー、キーボード、マウス、音声入力装置、タッチ
パッドまたは操作入力に応じて操作信号を生成する事ができる他の入力装置などを備える
。また、操作入力部１６１は、例えば、リモートコントローラからの操作信号を受信する
センサなどを備える構成であってもよい。また、操作入力部１６２は、上記の入力装置と
センサとを備える構成であってもよい。即ち、操作入力部１６１は、操作信号を受け取る
操作信号受信手段として機能する。
【００３２】
　操作入力部１６１は、入力された操作信号を制御部１５０に供給する。制御部１５０は
、操作入力部１６１から供給された操作信号に基づいて、放送受信装置１００に種々の処
理を行わせる。
【００３３】
　なお、タッチパッドは、静電センサ、サーモセンサ、または他の方式に基づいて位置情
報を生成するデバイスを含む。また、放送受信装置１００がディスプレイ４００を備える
場合、操作入力部１６１は、ディスプレイ４００と一体に形成されるタッチパネルなどを
備える構成であってもよい。
【００３４】
　リモートコントローラは、ユーザの操作入力に基づいて操作信号を生成する。リモート
コントローラは、生成した操作信号を赤外線通信により操作入力部１６１のセンサに送信
する。なお、センサとリモートコントローラとは、電波などの他の無線通信により操作信
号の送受信を行う構成であってもよい。
【００３５】
　カードコネクタ１６４は、例えば、動画コンテンツを記憶するメモリカード１６５と通
信を行う為のインターフェースである。カードコネクタ１６４は、接続されるメモリカー
ド１６５から動画のコンテンツデータを読み出し、制御部１５０に供給する。
【００３６】
　ＵＳＢコネクタ１６６は、ＵＳＢ機器１６７と通信を行う為のインターフェースである
。ＵＳＢコネクタ１６６は、接続されるＵＳＢ機器１６７から供給される信号を制御部１
５０に供給する。
【００３７】
　例えば、ＵＳＢ機器１６７がキーボードなどの操作入力機器である場合、ＵＳＢコネク
タ１６６は、操作信号をＵＳＢ機器１６７から受け取る。ＵＳＢコネクタ１６６は、受け
取った操作信号を制御部１５０に供給する。この場合、制御部１５０は、ＵＳＢコネクタ
１６６から供給される操作信号に基づいて種々の処理を実行する。
【００３８】
　また、例えば、ＵＳＢ機器１６７が動画のコンテンツデータを記憶する記憶装置である
場合、ＵＳＢコネクタ１６６は、コンテンツをＵＳＢ機器１６７から取得することができ
る。ＵＳＢコネクタ１６６は、取得したコンテンツを制御部１５０に供給する。
【００３９】



(8) JP 5458163 B2 2014.4.2

10

20

30

40

50

　ディスクドライブ１７０は、例えば、コンパクトディスク（ＣＤ）、ディジタルバーサ
タイルディスク（ＤＶＤ）、ブルーレイディスク（Ｂｌｕ－ｒａｙ　Ｄｉｓｋ（登録商標
））、または動画のコンテンツデータを記録可能な他の光ディスクＭを装着可能なドライ
ブを有する。ディスクドライブ１７０は、装着される光ディスクＭからコンテンツを読み
出し、読み出したコンテンツを制御部１５０に供給する。
【００４０】
　ＬＡＮコネクタ１７１は、放送受信装置１００をネットワークに接続する為のインター
フェースである。制御部１５０は、ＬＡＮコネクタ１７１がＬＡＮケーブルまたは無線Ｌ
ＡＮなどにより公衆回線に接続された場合、ネットワーク経由で種々のデータのダウンロ
ード及びアップロードを行なう事ができる。
【００４１】
　電源制御部１８０は、放送受信装置１００の各部への電力の供給を制御する。電源制御
部１８０は、例えば、ＡＣアダプタなどを介して商用電源５００などから電力を受け取る
。商用電源５００は、交流の電力を電源制御部１８０に供給する。電源制御部１８０は、
受け取った交流の電力を直流に変換し各部へ供給する。
【００４２】
　また、放送受信装置１００は、さらに他のインターフェースを備えていても良い。イン
ターフェースは、例えば、Ｓｅｒｉａｌ－ＡＴＡなどである。放送受信装置１００は、イ
ンターフェースにより接続される機器に記録されているコンテンツを取得し、再生するこ
とができる。また、放送受信装置１００は、再生したオーディオ信号及び映像信号を、イ
ンターフェースにより接続される機器に出力することが出来る。
【００４３】
　また、放送受信装置１００がインターフェースを介してネットワークに接続される場合
、放送受信装置１００は、ネットワーク上の動画のコンテンツデータを取得し、再生する
ことができる。
【００４４】
　ストレージ１９０は、コンテンツなどを記憶する記憶装置である。ストレージ１９０は
、例えば、ハードディスク（ＨＤＤ）、ソリッドステイトドライブ（ＳＳＤ）、または半
導体メモリなどの大容量記憶装置を備える。また、ストレージ１９０は、ＵＳＢコネクタ
１６６、ＬＡＮコネクタ１７１、通信インターフェース１１４、または他のインターフェ
ースに接続された記憶装置により構成されていてもよい。
【００４５】
　上記したように、制御部１５０は、コンテンツを録画する場合、復元部１１２により復
調されたコンテンツのデータをストレージ１９０に入力させる。さらに、制御部１５０は
、コンテンツを記憶するストレージ１９０内のアドレスをストレージ１９０に指示する。
ストレージ１９０は、制御部１５０により指示されたアドレスに復元部１１２から供給さ
れたコンテンツを記憶する。
【００４６】
　なお、ストレージ１９０は、ディジタル放送信号から復元されたＴＳを記憶する構成で
あってもよいし、ＴＳがＡＶＩ、ＭＰＥＧまたは他の圧縮方式により圧縮された圧縮コン
テンツを記憶する構成であってもよい。
【００４７】
　また、制御部１５０は、ストレージ１９０に記憶されているコンテンツを読み出し、再
生させることができる。例えば、制御部１５０は、ストレージ１９０におけるアドレスを
ストレージ１９０に指示する。ストレージ１９０は、制御部１５０により指示されたアド
レスからコンテンツを読み出す。ストレージ１９０は、読み出したコンテンツを音声処理
部１２１、映像処理部１３１、及び制御部１５０などに供給する。これにより、放送受信
装置１００は、録画したコンテンツを再生することができる。
【００４８】
　なお、放送受信装置１００は、受信部１１１及び復元部１１２をそれぞれ複数備える。
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これにより、放送受信装置１００は、複数のコンテンツを同時に受信し、受信した複数の
コンテンツを同時に復元することができる。これにより、放送受信装置１００は、再生可
能なコンテンツデータを同時に複数取得することが出来る。即ち、放送受信装置１００は
、複数のコンテンツを同時に録画することが出来る。
【００４９】
　図２は、制御部１５０の有する機能の例を示す。　
　図２に示されるように、制御部１５０は、上記のＣＰＵ１５１によりプログラムを実行
することにより、種々の機能を実現することが出来る。例えば、制御部１５０は、文字領
域抽出部１５１１、文字データ認識部１５１２、誤り訂正部１５１３、キーワード解析部
１５１４、及び保存部１５１５を備える。さらに、制御部１５０は、検索部１５２１、リ
スト表示部１５２２、リスト選択部１５２３、及び再生部１５２４を備える。
【００５０】
　また、図３及び図４は、コンテンツを保存する処理の例を示す。　
　図３に示されるように、受信部１１１は、コンテンツを受信する。例えば、受信部１１
１は、ＬＡＮコネクタ１７１経由でインターネット（ネットワーク）からコンテンツを受
信する。また、受信部１１１は、通信インターフェース１１４、ＵＳＢコネクタ１６６、
カードコネクタ１６４、または他のインターフェース経由でコンテンツを出力するコンテ
ンツ出力装置からコンテンツを受信する。またさらに、受信部１１１は、放送入力端子１
１０経由で受信したディジタル放送信号からコンテンツを受信する。
【００５１】
　受信部１１１は、受信したコンテンツを復元部１１２に供給する。なお、上記したよう
に。放送受信装置１００は、複数の受信部１１１及び複数の復元部１１２を備える。複数
の受信部１１１は、複数のコンテンツを複数の復元部１１２に供給することができる。
【００５２】
　また、復元部１１２は、供給された複数のコンテンツを同時に復元し、再生可能な複数
のコンテンツデータを取得することができる。即ち、復元部１１２は、複数のコンテンツ
の映像信号及び音声信号を同時に取得することができる。さらに、復元部１１２は、複数
のコンテンツデータから複数のコンテンツに関するデータ信号を取得する。
【００５３】
　図４に示されるように、復元部１１２は、制御部１５０の制御に基づいて、コンテンツ
データをストレージ１９０に出力する。これにより、ストレージ１９０は、複数のコンテ
ンツを同時に録画することができる。
【００５４】
　また、復元部１１２は、制御部１５０の制御に基づいて、コンテンツデータを映像処理
部１３１及び音声処理部１２１に出力する。これにより、放送受信装置１００は、複数の
コンテンツを同時に再生することができる。
【００５５】
　また、復元部１１２は、コンテンツの映像信号を制御部１５０の文字領域抽出部１５１
１に出力する。なお、復元部１１２から文字領域抽出部１５１１に供給されるコンテンツ
の映像信号は、複数であってもよい。しかし、説明を簡略化する為、復元部１１２から文
字領域抽出部１５１１に１つの映像信号を供給すると仮定して説明する。
【００５６】
　またさらに、復元部１１２は、コンテンツの音声信号及びデータ信号を制御部１５０に
出力する。このデータ信号は、例えば、時刻を示すデータ、ＥＰＧに関するデータ、字幕
などの文字データなどを含む。また、制御部１５０は、音声信号に基づいてシーン検出を
行う。また、制御部１５０は、データ信号に含まれているデータに基づいてシーンを認識
する構成であってもよい。
【００５７】
　文字領域抽出部１５１１は、映像信号（映像データ）を解析し、映像の中から文字が存
在する領域（文字領域）を抜き出す。文字領域は、文字列を含むエリアであり、例えば、
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文字列の上下左右の座標情報を示す。文字領域抽出部１５１１は、文字領域の位置を示す
情報（位置情報）を出力する。
【００５８】
　なお、文字領域抽出部１５１１は、如何なる手法により文字領域を検出する構成であっ
てもよい。例えば、文字領域抽出部１５１１は、映像の輝度の変化の割合が一定以上であ
る領域を文字領域として検出する。
【００５９】
　また、映像中に文字領域が存在しない場合、映像中に１つの文字領域が存在する場合、
映像中に複数の文字領域が存在する場合、などがある。文字領域抽出部１５１１は、映像
中に１つの文字領域が存在する場合、１つの文字領域の位置を示す情報（位置情報）を算
出する。例えば、文字領域抽出部１５１１は、１つの文字領域の位置と、文字領域の大き
さとを算出する。また、文字領域抽出部１５１１は、１つの文字領域の四角の座標を算出
する構成であってもよい。
【００６０】
　文字領域抽出部１５１１は、映像中に複数の文字領域が存在する場合、各文字領域毎に
位置情報を算出する。この場合、文字領域抽出部１５１１は、複数の文字領域の位置情報
を出力する。
【００６１】
　文字データ認識部１５１２は、文字領域内の文字を認識する。即ち、文字データ認識部
１５１２は、文字領域抽出部１５１１から出力された文字領域の位置情報に基づいて、文
字領域を認識する。文字データ認識部１５１２は、文字領域内の映像に基づいて文字を認
識する。
【００６２】
　なお、文字データ認識部１５１２は、如何なる手法により文字を認識する構成であって
もよい。例えば、文字データ認識部１５１２は、Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｃｈａｒａｃｔｅｒ　
Ｒｅａｄｅｒ（ＯＣＲ）により映像中の文字を認識する。例えば、文字データ認識部１５
１２は、ＳＪＩＳ、ＥＵＣ、または他の文字コードなどで上記の文字を認識する。
【００６３】
　図５に示す例によると、文字データＡ及び文字データＢが映像中に埋め込まれている。
文字領域抽出部１５１１は、映像中の文字データＡが埋め込まれている領域（文字領域Ａ
）と、文字データＢが埋め込まれている領域（文字領域Ｂ）と、を抽出する。文字領域抽
出部１５１１は、文字領域Ａを示す位置情報と、文字領域Ｂを示す位置情報とを文字デー
タ認識部１５１２に出力する。
【００６４】
　文字データ認識部１５１２は、文字領域Ａ内の映像から、文字データＡを認識する。ま
た、文字データ認識部１５１２は、文字領域Ｂ内の映像から、文字データＢを認識する。
これにより、文字データ認識部１５１２は、映像中に埋め込まれている文字データを認識
することが出来る。
【００６５】
　またさらに、文字データ認識部１５１２は、文字データのフォントの種類、文字の大き
さ、文字数、及び文字色などを認識する構成であってもよい。例えば、文字データ認識部
１５１２は、文字領域内の映像と内蔵されているフォントごとの辞書とに基づいて、文字
データのフォント、文字の大きさを認識することができる。
【００６６】
　また、図６に示すように、コンテンツの映像中にノイズ、背景、映像の重なり、または
他の要素などが含まれている場合がある。コンテンツの映像中に含まれているノイズ、背
景、映像の重なり、または他の要素の影響を受けて、文字領域抽出部１５１１による文字
領域の抽出及び文字データ認識部１５１２による文字データの認識に誤りが生じる場合が
ある。
【００６７】
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　誤り訂正部１５１３は、文字領域の抽出結果、及び、文字データの認識結果を訂正する
。映像に現れる文字（テロップ）は、複数フレームにわたって連続して同一位置に同一文
字で表示される可能性が高い。そこで、誤り訂正部１５１３は、前後のフレームから検出
された文字領域の抽出結果、及び、文字データの認識結果に基づいて、誤りを訂正する。
【００６８】
　例えば、文字領域を訂正する場合、誤り訂正部１５１３は、前後のフレームから検出さ
れた文字領域の位置及び大きさと、現フレームから検出された文字領域の位置及び大きさ
とが異なる場合、誤りが生じた可能性が高いと判断する。この場合、誤り訂正部１５１３
は、例えば、前後のフレームから検出された文字領域と現フレームから検出された文字領
域とが同一領域となるように文字領域の抽出結果を訂正する。
【００６９】
　例えば、誤り訂正部１５１３は、前後の数フレームから抽出された文字領域と、この文
字領域の映像から認識された文字認識結果とを参照し、一致する結果の数に基づいて正し
い文字領域と、文字データとを認識する。
【００７０】
　また、例えば、誤り訂正部１５１３は、各フレームから認識された文字認識結果として
の文字データと、予めＲＯＭ１５２またはＥＥＰＲＯＭ１５４などに記憶された辞書とを
突合する。誤り訂正部１５１３は、突合結果に基づいて、正しい文字データを推定する構
成であってもよい。
【００７１】
　また、制御部１５０は、文字領域抽出部１５１１の後段に文字領域を訂正する為の誤り
訂正部１５１３が設けられ、文字データ認識部１５１２の後段に文字データの認識結果を
訂正する為の誤り訂正部１５１３がそれぞれ設けられる構成であってもよい。
【００７２】
　キーワード解析部１５１４は、認識した文字データからキーワードを認識する。キーワ
ード認識には、あらかじめ作成されたキーワード辞書１５１４ａが用いられる。
【００７３】
　キーワード辞書１５１４ａは、キーワード毎にジャンル（ジャンルを示すデータ）を関
連付けて記憶する。なお、キーワード辞書１５１４ａは、キーワード毎に複数のジャンル
を関連付けて記憶する構成であってもよい。さらに、キーワード辞書１５１４ａは、各キ
ーワードの各ジャンル毎に設定されたジャンル関連度（例えばポイントなど）を有する。
【００７４】
　キーワード解析部１５１４は、まず、文字データ認識部１５１２により認識された文字
データからキーワードを抽出する。例えば、キーワード解析部１５１４は、文字データを
文法的に解析し、文字データから主語、述語、名詞、冠詞、助詞などを抽出する。即ち、
キーワード解析部１５１４は、文字データを文節で区切り、区切った単語をキーワードと
して抽出する。
【００７５】
　キーワード解析部１５１４は、抽出したキーワードと上記のキーワード辞書１５１４ａ
とを照らし合わせて、文字データのジャンルを特定する。
【００７６】
　図７は、キーワード辞書１５１４ａの例と、ジャンルの特定の例とを示す。図７に示さ
れるように、キーワード毎に複数のジャンルが設定されている。さらに各ジャンルには、
それぞれジャンル関連度が設定されている。文字データに１つのキーワードが含まれてい
る場合、キーワード解析部１５１４は、そのキーワードに関連付けられているジャンルの
うち、最もジャンル関連度が高いジャンルを文字データのジャンルとして特定する。
【００７７】
　また、文字データに複数のキーワードが含まれている場合、キーワード解析部１５１４
は、各キーワードに関連付けられているジャンルのジャンル関連度を統合し、文字データ
のジャンルを特定する。例えば、キーワード解析部１５１４は、各キーワードに関連付け
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られているジャンルのジャンル関連度をジャンル毎に加算し、最も最もジャンル関連度が
高いジャンルを文字データのジャンルとして特定する。
【００７８】
　図７の例によると、文字データ「消費税、国会で討議」は、「消費税」、「国会」、「
討議」などのキーワードを含んでいる。「消費税」には、ジャンル「経済」のジャンル関
連度として０．７、ジャンル「社会」のジャンル関連度として０．２、ジャンル「政治」
のジャンル関連度として０．１がそれぞれ対応付けられている。また、「国会」には、ジ
ャンル「政治」のジャンル関連度として０．６、ジャンル「社会」のジャンル関連度とし
て０．３、ジャンル「経済」のジャンル関連度として０．１がそれぞれ対応付けられてい
る。「討論」には、ジャンル「政治」のジャンル関連度として０．６、ジャンル「社会」
のジャンル関連度として０．４がそれぞれ対応付けられている。
【００７９】
　この場合、文字データ「消費税、国会で討議」は、ジャンル「経済」のジャンル関連度
が０．８であり、ジャンル「政治」のジャンル関連度が１．３であり、ジャンル「社会」
のジャンル関連度が０．９となる。この結果、キーワード解析部１５１４は、ジャンル「
政治」を文字データのジャンルとして特定する。
【００８０】
　またさらに、キーワード解析部１５１４は、主語、述語などのキーワード間の関係より
重みづけする構成であってもよい。例えば、キーワード毎に主語、述語などの成分を特定
し、特定した成分に応じて予め設定された係数を上記のジャンル関連度に乗算する。これ
により、キーワード解析部１５１４は、キーワード毎の成分を考慮してジャンルを特定す
ることができる。
【００８１】
　またさらに、キーワード解析部１５１４は、認識された文字データに基づいて学習を行
うことにより、キーワード辞書１５１４ａを更新することができる。なお、キーワード解
析部１５１４は、如何なる学習方法によりキーワード辞書１５１４ａを更新する構成であ
ってもよい。
【００８２】
　保存部１５１５は、文字領域、文字データ（フォントの種類、文字の大きさ、文字数、
文字色なども含む）、ジャンル、チャンネル、日時、及びフレーム番号（文字列の表示フ
レーム番号）などの付加情報をストレージ１９０に記憶する。保存部１５１５は、コンテ
ンツと関連付けてこれらのデータを保存する。
【００８３】
　図８は、保存部１５１５により保存された付加情報の例を示す。画面上に現れる文字は
、数秒間連続して同じ領域に固定的に表示される可能性が高い。この為、文字領域は、複
数フレームにわたって同じ位置及び大きさになる可能性が高い。この傾向から、保存部１
５１５は、過去フレームの文字領域と文字データを比較することで、同一の文字データを
判別することができる。
【００８４】
　図８は、フレーム番号２乃至５に亘って文字領域「０，２００，４００，６００」に文
字データ「平均株価」が認識されたことを示す。またさらに、保存部１５１５は、文字デ
ータのフォントの種類、文字の大きさ、文字数、文字色、ジャンル、チャンネル、及び日
時などの情報を各フレーム毎に関連付けて保存してもよい。
【００８５】
　また、保存部１５１５は、判別した同一の文字データを対応付けることにより、この文
字データが検出された開始フレームと終了フレームとを認識することができる。保存部１
５１５は、文字データ毎の開始フレーム及び終了フレームを併せてストレージ１９０に保
存する構成であってもよい。
【００８６】
　即ち、制御部１５０は、連続した複数のフレームの同じ位置に文字領域が存在する場合



(13) JP 5458163 B2 2014.4.2

10

20

30

40

50

、文字領域が表示されている最初のフレームと最後のフレームとを、開始フレーム及び終
了フレームとしてそれぞれ認識する。またさらに、制御部１５０は、連続した複数のフレ
ームの同じ位置に文字領域が存在し、且つ文字領域内の文字データが連続した複数のフレ
ームに亘って一致する場合、文字領域が表示されている最初のフレームと最後のフレーム
とを特定する構成であってもよい。
【００８７】
　上記した処理により、制御部１５０は、コンテンツをストレージ１９０に録画し、さら
にコンテンツの映像中に埋め込まれている文字データを単語毎にキーワードとして抽出し
、コンテンツと併せてストレージ１９０に記憶することができる。さらに、制御部１５０
は、文字領域、文字データ（フォントの種類、文字の大きさ、文字数、文字色なども含む
）、ジャンル、チャンネル、日時、及びフレーム番号（文字列の表示フレーム番号）など
の付加情報をストレージ１９０に記憶することができる。
【００８８】
　またさらに、制御部１５０は、復元部１１２により復元された複数のコンテンツに対し
て上記の処理を行うことにより、複数のコンテンツに含まれているキーワード、文字領域
、文字データ（フォントの種類、文字の大きさ、文字数、文字色なども含む）、ジャンル
、チャンネル、日時、及びフレーム番号（文字列の表示フレーム番号）などをコンテンツ
と併せてストレージ１９０に記憶することができる。
【００８９】
　図９は、複数のコンテンツに対する制御部１５０の処理の例を示す。図９は、チャンネ
ル０１１、チャンネル０４１、チャンネル０５１、チャンネル０６１、チャンネル０７１
、及びチャンネル０８１が復元部１１２により復元された例を示す。この場合、チャンネ
ル０１１、チャンネル０４１、チャンネル０５１、チャンネル０６１、チャンネル０７１
、及びチャンネル０８１のコンテンツの映像信号が同時に制御部１５０に供給される。
【００９０】
　制御部１５０は、文字領域の抽出、文字データの認識、誤り訂正、及びキーワードの解
析などの処理を各コンテンツに対して順次行う。即ち、制御部１５０は、チャンネル０１
１のコンテンツの１つのフレームの映像に対して処理を行い、次に、チャンネル０４１の
コンテンツの１つのフレームの映像に対して処理を行う。制御部１５０は、このような処
理をチャンネル０８１まで順に行い、チャンネル０１１の処理に戻る。
【００９１】
　制御部１５０は、この処理を繰り返し実行することにより、複数のチャンネルのコンテ
ンツの映像に埋め込まれている文字データを抽出し、さらにこの文字データのジャンルを
特定することができる。
【００９２】
　なお、上記したように、同一の文字データが同一の文字領域に連続して表示される可能
性が高い。この為、全てのフレームに対して上記の処理が行われる必要はない。例えば、
システムの処理負荷が高い場合、処理を実行するフレームの間隔を広くし、システムの処
理負荷が低い場合、処理を実行するフレームの間隔を狭くすることにより、制御部１５０
は、より効率よく処理を行なう事ができる。
【００９３】
　また、コンテンツのジャンルにより、映像中の文字の出現度合いが大きく異なる。例え
ば、ニュースなどでは、文字が画面上に多く現れるが、ドラマやアニメなどでは逆に文字
は画面上にほとんど表れない。制御部１５０は、例えば、ＥＰＧに関する情報などを用い
てコンテンツのジャンルを特定し、特定したジャンルに応じて上記の処理の頻度を変更す
る構成であってもよい。
【００９４】
　また例えば、制御部１５０は、また、過去のコンテンツの視聴履歴、過去のコンテンツ
の録画履歴、検索履歴、時間帯、または視聴率などに応じて上記の処理の頻度を変更する
構成であってもよい。制御部１５０は、例えば、ネットワークに接続されるサーバなどか
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ら配信情報などを取得し、配信情報から視聴率、検索履歴などの情報を取得する。
【００９５】
　またさらに、制御部１５０は、過去のフレームの文字検出の傾向から処理を実行するフ
レームの間隔を変更する構成であってもよい。またさらに制御部１５０は、ＣＭ区間を検
出し、ＣＭ区間における処理を実行するフレームの間隔を変更しても良い。
【００９６】
　即ち、制御部１５０は、放送受信装置１００全体の処理負荷、コンテンツのジャンル、
視聴履歴、録画履歴、検索履歴、時間帯、コンテンツの視聴率、過去のフレームからのキ
ーワード抽出結果、及びＣＭ区間の検出結果のうちの１つ、または複数の組み合わせに基
づいて、キーワード抽出処理の処理間隔をコンテンツ毎に制御する。
【００９７】
　次に、コンテンツの検索及び再生について説明する。　
　上記したように操作入力部１６１は、ユーザによる操作入力を受け取り、制御部１５０
に出力する。操作入力部１６１は、入力に基づいてキーワードを制御部１５０の検索部１
５２１に入力する。
【００９８】
　図１０は、ストレージ１９０に記憶されているコンテンツの検索画面である。検索部１
５２１は、コンテンツの検索を実行する場合、図１０に示される検索画面を生成し、ディ
スプレイ４００に表示させる。
【００９９】
　検索画面には、キーワードを入力する為の入力欄が表示されている。検索部１５２１は
、操作入力部１６１により入力されたキーワードをこの入力欄に表示させる。
【０１００】
　また、検索部１５２１は、ＬＡＮコネクタ１７１経由でインターネット（ネットワーク
）からキーワードを受信する構成であってもよい。また、検索部１５２１は、通信インタ
ーフェース１１４、ＵＳＢコネクタ１６６、カードコネクタ１６４、または他のインター
フェース経由で接続される機器から出力されたキーワードを受信する構成であってもよい
。またさらに、検索部１５２１は、放送入力端子１１０経由で受信したディジタル放送信
号からキーワードを受信する構成であってもよい。
【０１０１】
　例えば、ネットワークに接続された複数の放送受信装置１００により検索されたキーワ
ードを取得し、取得したキーワード毎に数をカウント、カウントの上位のキーワードをリ
ストとして放送受信装置１００に配信するネットワーク上のサーバがある。検索部１５２
１は、このようなサーバからキーワードを受信し、図１０に示すようにリストとして選択
可能な状態で検索画面に表示させることにより、注目されているキーワードをユーザに知
らせることが出来る。
【０１０２】
　即ち、検索部１５２１は、複数のキーワードを外部から受信し、受信した複数のキーワ
ードをリストとして画面を生成する。検索部１５２１は、この画面上で選択されたキーワ
ードを検索に用いる。
【０１０３】
　なお、キーワードの数をカウントする期間を放送受信装置１００からサーバに指定する
構成であってもよい。また、検索部１５２１は、放送受信装置１００に登録された性別、
年齢、または好みの番組ジャンルなどのユーザ情報に基づいて、検索画面にリスト表示す
るキーワードを絞り込む構成であってもよい。
【０１０４】
　この場合、検索部１５２１は、入力に基づいてジャンルを選択し、選択したキーワード
を含み、且つ、選択したジャンルと一致するフレームを有するコンテンツをストレージ１
９０から検索する。
【０１０５】
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　またさらに、検索部１５２１は、過去に入力されたキーワード、過去に視聴されたコン
テンツ及びジャンル、並びに過去に録画されたコンテンツ及びジャンルなどに基づいて、
検索画面にリスト表示するキーワードを絞り込む構成であってもよい。
【０１０６】
　検索部１５２１は、上記したように、入力または選択に応じてキーワードを特定する。
なお、検索部１５２１は、複数のキーワードを特定する構成であってもよい。例えば、検
索部１５２１は、複数のキーワードのＡＮＤ、またはＯＲを条件として検索を行う。
【０１０７】
　検索部１５２１は、入力または選択されたキーワード、チャンネル、日付、ジャンル、
または他の検索条件などに基づいて、ストレージ１９０に記憶されているコンテンツから
検索条件に該当するコンテンツを検索する。検索部１５２１は、検索結果をリスト表示部
１５２２に出力する。なお、検索処理にはデータベース機能などを利用することができる
。即ち、検索部１５２１は、保存部１５１５によりコンテンツと併せてストレージ１９０
に記憶された付加情報を参照し、検索条件に該当するコンテンツを検索する。
【０１０８】
　リスト表示部１５２２は、検索部１５２１から出力された検索結果に基づいて検索結果
画面を生成し、ディスプレイ４００に表示させる。例えば、リスト表示部１５２２は、図
１１に示すように、検索されたコンテンツのタイトル（コンテンツ名）をリスト表示する
。この場合、リスト表示部１５２２は、日付時刻、キーワードの表示時間、キーワードの
表示位置、キーワードの重要度、文字の種類、文字の大きさ、及びコンテンツの視聴率の
うちの１つ、または複数の組み合わせに基づいてコンテンツ名の表示順をソートする。
【０１０９】
　例えば、日付時刻順でソートする場合、リスト表示部１５２２は、例えばもっとも最近
の時間のコンテンツから順にリスト表示する。
【０１１０】
　また、リスト表示部１５２２は、キーワードを含む文字データ、チャンネル、キーワー
ド表示時間、コンテンツまたはシーンのジャンル、キーワードにマッチしている度合いを
示す数値などを検索結果画面に表示する構成であってもよい。
【０１１１】
　例えば、コンテンツのコーナーを表す文字列は、画面の右上などに一定時間表示される
可能性が高い。また、コメンテーターの紹介、及び発言などは、画面の下部中央に数秒表
示される可能性が高い。そこで、リスト表示部１５２２は、キーワード表示時間でコンテ
ンツ名の表示順をソートすることにより、コーナーとしてキーワードが取り上げられてい
るシーンをユーザが探しやすいようにリスト表示する事ができる。
【０１１２】
　なお、制御部１５０は、音声信号に基づいてシーン検出を行う。この場合、制御部１５
０は、例えば、音声が一定区間無音となった場合、シーンが切り替わったと判断する。ま
た、制御部１５０は、映像信号に基づいてシーン検出を行う構成であってもよい。例えば
、制御部１５０は、映像の輝度のヒストグラムを算出し、一定以上変化した場合、シーン
が切り替わったと判断する。
【０１１３】
　また、キーワード辞書１５１４ａに記憶されているキーワード毎に、予めポイントを設
定しておくことにより、リスト表示部１５２２は、キーワードのポイントに応じたソート
を行うことができる。ポイントは、例えば、有名度、重要度、主要度、出現度、などの判
断により算出される。例えば、富士山は、高尾山より有名と判断しポイントを高く設定す
る。このようにキーワード毎にキーワード辞書１５１４ａに設定されたポイントに基づい
てソートすることにより、リスト表示部１５２２は、より細かな設定に応じてコンテンツ
の表示順を変更することが出来る。
【０１１４】
　リスト選択部１５２３は、リスト表示部１５２２によりリスト表示された検索結果画面
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の表示中に入力された操作に応じてコンテンツを選択する。リスト選択部１５２３は、選
択したコンテンツを特定する為の情報（リスト選択情報）を生成し、再生部１５２４に出
力する。リスト選択情報は、例えば、コンテンツ名、コンテンツが記憶されているアドレ
ス、コンテンツのレコード番号などを有する。
【０１１５】
　さらに、リスト選択部１５２３は、検索部１５２１により特定されたキーワードを含む
シーンの位置を示す情報（シーン情報）をリスト選択情報に付加する構成であってもよい
。シーン情報は、例えばフレーム番号、時間、またはシーンなどのコンテンツ中における
再生位置を示す情報を有する。
【０１１６】
　再生部１５２４は、リスト選択情報が示すコンテンツをストレージ１９０から読み出し
、再生する。また、シーン情報がリスト選択情報に付加されている場合、シーン情報が示
す位置に基づいてコンテンツを再生する。
【０１１７】
　例えば、再生部１５２４は、シーン情報が示す位置からコンテンツの再生を開始する。
また、再生部１５２４は、シーン情報が示す位置より一定時刻前の位置からコンテンツの
再生を開始する構成であってもよい。またさらに、再生部１５２４は、シーン情報が示す
位置を含むシーンの先頭からコンテンツの再生を開始する構成であってもよい。またさら
に、再生部１５２４は、シーン情報が示す位置を含むシーンの１つ前のシーンの先頭から
コンテンツの再生を開始する構成であってもよい。
【０１１８】
　図１２は、コンテンツの再生の例を示す。図１２は、キーワードに基づく検索結果とし
て、コンテンツ「温泉めぐり」（コンテンツＡ）とコンテンツ「都心から近い温泉特集」
（コンテンツＢ）とが抽出された例を示す。
【０１１９】
　コンテンツＡは、シーンＡ、Ｂ、Ｃ、及びＤを有する。また、コンテンツＡのシーンＣ
は、検索に用いられたキーワードが映像中に埋め込まれたフレームを含む。
【０１２０】
　また、コンテンツＢは、シーンＡ、Ｂ、及びＣを有する。また、コンテンツＢのシーン
Ｂは、検索に用いられたキーワードが映像中に埋め込まれたフレームを含む。
【０１２１】
　コンテンツＡ上の位置ａは、キーワードが映像中に埋め込まれたフレームの位置を示す
。コンテンツＡ上の位置ｂは、キーワードが映像中に埋め込まれたフレームを含むシーン
の先頭を示す。コンテンツＡ上の位置ｃは、キーワードが映像中に埋め込まれたフレーム
を含むシーンの先頭より一定時刻前の位置を示す。コンテンツＡ上の位置ｄは、キーワー
ドが映像中に埋め込まれたフレームを含むシーンより１つ前のシーンの先頭を示す。
【０１２２】
　上記したように、再生部１５２４は、位置ａ乃至ｄのうちのいずれかの位置からコンテ
ンツの再生を開始する。
【０１２３】
　また、再生部１５２４は、キーワードを含むシーンの再生が完了した場合、他のコンテ
ンツ中のキーワードを含むシーンを再生する構成であってもよい。
【０１２４】
　例えば、図１２に示されるように再生部１５２４は、コンテンツＡのシーンＣの再生が
完了した場合、コンテンツＢの再生を開始する。
【０１２５】
　なお、コンテンツＢ上の位置ｅは、キーワードが映像中に埋め込まれたフレームの位置
を示す。コンテンツＢ上の位置ｆは、キーワードが映像中に埋め込まれたフレームを含む
シーンの先頭を示す。コンテンツＢ上の位置ｇは、キーワードが映像中に埋め込まれたフ
レームを含むシーンの先頭より一定時刻前の位置を示す。コンテンツＢ上の位置ｈは、キ
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ーワードが映像中に埋め込まれたフレームを含むシーンより１つ前のシーンの先頭を示す
。
【０１２６】
　再生部１５２４は、コンテンツＡのシーンＣの再生が完了した場合、コンテンツＢの位
置ｅ乃至ｈのうちのいずれかの位置からコンテンツの再生を開始する。
【０１２７】
　再生部１５２４は、コンテンツを再生する場合、ストレージ１９０に記憶されているコ
ンテンツを読み出し、音声処理部１２１及び映像処理部１３１に入力させる。音声処理部
１２１及び映像処理部１３１は、上記したようにコンテンツのデータからスピーカ３００
及びディスプレイ４００により再生可能な音声信号及び映像信号を復号し、スピーカ３０
０及びディスプレイ４００にそれぞれ出力する。これにより、放送受信装置１００は、コ
ンテンツをユーザが視聴可能な状態で再生することが出来る。
【０１２８】
　図１３は、コンテンツを再生する場合の表示画面の例を示す。　
　放送受信装置１００は、再生画面１３０１を生成し、ディスプレイ４００に出力する。
放送受信装置１００は、表示ウィンドウ１３０２、コンテンツ情報１３０３、及びタイム
バー１３０４などを再生画面１３０１に表示する。
【０１２９】
　表示ウィンドウ１３０２は、再生されたコンテンツの映像が表示されるウィンドウであ
る。コンテンツ情報１３０３は、コンテンツのコンテンツ名、日時、チャンネル、または
他の情報などの表示である。タイムバー１３０４は、コンテンツ中における現時点での再
生位置を示す表示である。
【０１３０】
　タイムバー１３０４は、上記した方法により検出されたシーンの位置を示す表示などを
有する。またさらに、タイムバー１３０４は、キーワードが映像中に埋め込まれたフレー
ムを含むシーンを特定して表示する吹き出し１３０５などを表示する。吹き出し１３０５
内には、上記の検索に用いられたキーワードが表示される。
【０１３１】
　吹き出し１３０５は、例えば、キーワードが映像中に埋め込まれたフレームの位置に表
示される。また、例えば、吹き出し１３０５は、キーワードが映像中に埋め込まれたフレ
ームを含むシーンの先頭に表示される。これにより、放送受信装置１００は、ユーザにキ
ーワードが映像中に埋め込まれたフレームまたはシーンの位置を容易に確認させることが
できる。
【０１３２】
　また、表示ウィンドウ１３０２にキーワードが表示されている場合、放送受信装置１０
０は、映像中のキーワードが写り込んでいる位置、即ち、文字領域抽出部１５１１により
抽出された文字領域を強調するオブジェクト１３０６を表示ウィンドウ１３０２内に表示
させてもよい。オブジェクト１３０６は、例えば、文字領域を囲う実線枠、点線枠、下線
、または他の方法により、文字領域、またはキーワードを強調する。これにより、放送受
信装置１００は、ユーザにキーワードを容易に確認させることができる。
【０１３３】
　またさらに、放送受信装置１００は、キーワードが映像中に埋め込まれたフレームが表
示されるまでの時間をリアルタイムで再生画面１３０１内に表示する構成であってもよい
。これにより、放送受信装置１００は、ユーザにキーワードが映像中に埋め込まれたフレ
ームまでの時間を容易に確認させることができる。
【０１３４】
　上記したように、放送受信装置１００は、複数のコンテンツの録画時に、各コンテンツ
の映像中に埋め込まれているキーワードを抽出し、抽出したキーワードを各コンテンツに
対応付けて記録する。この場合、放送受信装置の制御部１５０は、複数のコンテンツのジ
ャンル、過去のコンテンツの視聴履歴、過去のコンテンツの録画履歴、検索履歴、時間帯
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御する。このようにコンテンツに応じて処理間隔を制御することにより、制御部１５０は
、キーワードの抽出漏れを防ぎ、且つ、処理の負担の軽減を実現することが出来る。
【０１３５】
　また、制御部１５０は、文字データを抽出したフレームの前後のフレームから抽出され
た文字領域及び文字データを用いて誤り訂正を行うことにより、より正確にキーワードを
抽出することができる。
【０１３６】
　またさらに、制御部１５０は、予め設定されたキーワード辞書１５１４ａを用いてキー
ワード毎にジャンルを特定する。これにより、制御部１５０は、キーワードにさらにジャ
ンルを示す情報を付加することができる。
【０１３７】
　制御部１５０は、ユーザにより指定されたキーワード、ジャンル、チャンネル、日付、
または他の検索条件などに基づいて、ストレージ１９０に記憶されているコンテンツから
検索条件に該当するコンテンツを検索する。制御部１５０は、検索結果に基づいてリスト
をディスプレイ４００に表示させる。これにより、放送受信装置１００は、ユーザの要望
に沿ったコンテンツを検索し、一覧としてユーザに確認させることができる。
【０１３８】
　この結果、より利便性の高い画像処理装置、及び画像処理装置の制御方法を提供するこ
とができる。
【０１３９】
　なお、上述の各実施の形態で説明した機能は、ハードウエアを用いて構成するに留まら
ず、ソフトウエアを用いて各機能を記載したプログラムをコンピュータに読み込ませて実
現することもできる。また、各機能は、適宜ソフトウエア、ハードウエアのいずれかを選
択して構成するものであっても良い。
【０１４０】
　なお、本発明は上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要
旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示され
ている複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発明を形成できる。例えば、実施形
態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。更に、異なる実施形態
に亘る構成要素を適宜組み合せてもよい。
【符号の説明】
【０１４１】
　１００…放送受信装置、１１０…放送入力端子、１１１…受信部、１１２…復元部、１
１４…通信インターフェース、１２１…音声処理部、１３１…映像処理部、１３３…表示
処理部、１５０…制御部、１５１…ＣＰＵ、１５２…ＲＯＭ、１５３…ＲＡＭ、１５４…
ＥＥＰＲＯＭ、１６１…操作入力部、１６４…カードコネクタ、１６５…メモリカード、
１６６…ＵＳＢコネクタ、１６７…ＵＳＢ機器、１７０…ディスクドライブ、１７１…Ｌ
ＡＮコネクタ、１８０…電源制御部、１９０…ストレージ、２００…アンテナ、３００…
スピーカ、４００…ディスプレイ、５００…商用電源、１５１１…文字領域抽出部、１５
１２…文字データ認識部、１５１３…誤り訂正部、１５１４…キーワード解析部、１５１
４ａ…キーワード辞書、１５１５…保存部、１５２１…検索部、１５２２…リスト表示部
、１５２３…リスト選択部、１５２４…再生部。
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